
 副市長案に賛成！「自衛隊維持・増強決議」は反対！  

給食費無償化など公約実現を市長に迫る！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党議員団です! 

 

【発行】 日本共産党舞鶴市会議員団 

連絡先☎６５－４０５0  Fax６５－４０５１ 

 

小西・伊田・小杉議員 

2023 年９月定例会が閉会しました。今定例会
は８月14日の深夜から15日の未明にかけて市
内を襲った台風7 号の救援、復旧を中心にした
議案と市の対応について代表質問や一般質問の
中で大きな議論となりました。また、令和4年
度一般会計や特別会計の決算の認定が審議の中
心でした。「令和４年度舞鶴市一般会計決算」、
「同・国民健康保険事業会計決算」、「同・介護
保険事業会計決算」、「同・後期高齢者医療事業 

会計決算」の4 議案には反対しました。3月
議会、6 月議会で課題となっていた副市長人
事、「副市長給与の２割カット」の議案につい
ては最終日に全会一致で可決。議員提案の
「舞鶴における防衛体制の維持と防衛産業基盤
の強化に関する決議」には反対しました。 
また、医労連提出の請願は不採択。京建労

から提出されていた請願については、全会一
致で採択されました。(詳細は下記に) 

 

「令和４年度 舞鶴市一般会計・決算」 
赤れんが周辺開発など観光優先事業が認めら

れること。山陰新幹線誘致などムダな大型開発事
業の推進。子どもの医療費無料化が府の引き上

げにも関わらず府下でも最低レベル。学力競争を
招く夢チャレンジテストの実施など市民生活優先

でない事業内容が認められるため認定できない。 
 

「<同＞国民健康保険事業会計・決算」 

コロナ明けの厳しい状態が続き、法定軽減

受ける世帯が前年度より増加している。一

方、コロナ減免が前年度の３４件から５件に減

少している。市民の命に直接影響する事業で

あり、資格証の発行をやめ、基金の活用など

で国保料の引き下げを求めて認定できない。 

「<同>介護保険事業会計・決算」 

 制度がスタートした当初より「保険あって介

護なし」と指摘してきた。国の３年毎の見直しの

たびにサービスの切り捨てが行われ、入所待ち

が要介護４，５合わせて１００人とのこと。制度の

見直し、保険料の引き下げを求め認定しない。 

「<同＞後期高齢者医療事業会計・決算」 
  制度導入当初より、制度そのものに反対

してきた。病気のリスクの高い高齢者を一つ

の保険制度にすることは「政策的差別」だ。

大幅な公費負担、公費投入で保険料を下げ

ることを求めて決算案は認めない。 

４議案に反対した主な理由(伊田議員の討論より) 

市長提案の22議案に意見付きで賛成、4議案に反対しました 

＜令和５年９月定例会特集＞ 
 

 

    ◉9 月議会で決定した主な事業◉   
◆西駅交流センター施設整備費(３９０万円)  

◆公立中保育所基本計画策定経費(４７０万円) 

  新たな施設の整備、基本計画策定など。 

◆農・畜・水産業経営改善支援補助金(１１１２万円) 

省エネ機器転換支援、生産コスト削減や販売力強化支援 

◆資料価格高騰対策緊急支援事業費(７８０万円) 

◆まいづる冬グルメキャンペーン補助金(５８００万円) 

  1 セット 2 万円分を 1 万円で 5000 セット発行 

◆消防中分団・車庫整備事業費(８７５０万円)  

◆学校へのエレベーター設置事業(４００万円) *明倫小 

◆林業施設災害復旧事業費(２５００万円) 

＊ 「消防はしご車」綾部市と共同購入を協議する条例 

市
議
会
と
し
て
台
風
７
号
を
「
激
甚
災
害
指

定
」
に
要
望
す
る
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。 

十
月
に
入
り
国
か
ら
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

副市長に福田豊明氏(前・文庫山学園長) 決まる！ 
３月定例会から課題となっていた副市長人事(案)は、定例会

最終日に市長から提案があり、全会一致で即決となりました。
しかし、副市長給与２割カットの議案は、党議員団は「高額す
ぎる」として賛成しましたが、賛成７反対 17 の反対多数で否
決となりました。 

「国に医療などケア労働者の報酬引き上

げの意見書」を求める請願は、不採択 
 医労連から提出されていた標記の請願は、

報酬を引き上げると利用料や掛け金が引き上
がる等の理由で反対多数で不採択となりまし

た。党議員団は、国の大幅な財政支出を求めて

請願に賛成しました。 

「アスベスト被害者の救済と 

対策を求める意見書」の請願 

全会一致で採択 
 京建労から提出されていた標記の請願

については、アスベスト関連の患者の救

済等を求めて、全会一致で採択し、国に意

見書を送りました。 

 

「自衛隊増強、防衛産業の基盤強化を求める決議」には 反対！（９/１９） 
 「自衛隊増強、防衛産業の基盤強化を求める」決議は、岸田内閣がすすめる「安保 3 文書」に基

づいた軍拡政策を議会として後押しするもので、「平和産業港湾都市」の市是に反する、舞鶴が

戦場になる危険を高め地域の活性化にならないと反対しましたが賛成多数で採択されました。 



 

 

川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害

等
、
局
所
的
な
被
害
の

発
生
と
な
っ
た
こ
と
が
特

徴
で
あ
る
と
認
識
。
今

回
の
被
害
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
今
後
、
山
林
所
有

者
や
森
林
組
合
等
の
林

業
事
業
体
と
連
携
強
化

し
、
倒
木
や
土
砂
流
出

の
未
然
防
止
等
を
目
的

と
し
た
里
山
・森
林
整
備

を
促
進
し
た
い
。 

     

小
杉 

「
０
時
８
分
に
浸 

水
し
て
き
た
の
で
、
ポ 

ン
プ
を
見
に
行
っ
た
ら 

動
い
て
い
な
い
。
市
役 

所
に
電
話
し
て
も
ら
っ 

小
西 

現
在
の
東
西
図

書
館
を
残
す
こ
と
を
基

本
に
修
繕
や
改
修
を
し

て
耐
用
年
数
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
使
用
す
る
や
り
方

と
、「
基
本
計
画
」
に
し

た
が
っ
て
Ｊ
Ｒ
西
舞
鶴

東
口
に
総
事
業
費
３
０

億
円
の
新
し
い
中
央
図

書
館
を
建
設
す
る
や
り

方
の
ど
ち
ら
が
経
費
が

安
く
済
む
の
か
、
市
と

し
て
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
さ
れ
た
内
容
を
お
示

し
く
だ
さ
い
。 

答
弁  

東
・西
図
書
館

は
築
３
０
年
以
上
経
過

し
、
老
朽
化
の
た
め
雨

漏
り
や
空
調
機
器
の

故
障
を
繰
り
返
し
て

い
る
。
東
西
図
書
館
を

同
規
模
で
建
て
替
え

て
も
、
今
の
施
設
を
引

き
続
き
使
用
す
る
た

め
の
大
規
模
な
長
寿

命
化
工
事
で
も
十
数

億
円
程
度
の
経
費
負
担

が
予
想
さ
れ
る
。
一

方
、
東
・
西
図
書
館
を

一
つ
に
集
約
し
、
非
効

率
な
運
営
の
解
消
や

サ
ー
ビ
ス
充
実
に
は
、

一
定
規
模
の
設
備
投
資

は
必
要
と
考
え
る
。 

伊
田 

子
ど
も
の
医
療

費
助
成
を
９
月
診
療
分

か
ら
京
都
府
が
拡
充
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
多
く

の
自
治
体
は
９
月
診
療

分
か
ら
さ
ら
に
拡
充
し

て
い
る
。
本
市
は
来
年

１
月
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
現
時
点
で
は

府
内
、
京
都
市
を
の
ぞ

き
最
低
で
あ
る
。
こ
の

状
況
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
府
内
で
は
す
で
に

高
校
卒
業
ま
で
拡
充
し

て
い
る
自
治
体
が
半
数

以
上
と
な
っ
て
い
る
。

市
長
は
「
安
心
で
き
る

子
育
て
環
境
」
を
子
育

て
世
帯
に
と
の
強
い
思

い
を
お
持
ち
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
１
８
歳
ま

で
の
拡
充
を
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
か
。 

答
弁 

医
療
機
関
等
の

関
係
者
の
理
解
や
協
力

を
得
ら
れ
る
よ
う
調
整

し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
対
象
範
囲
や
財

源
の
確
保
な
ど
に
つ
い

て
、
幅
広
く
検
討
し
て
い

く
。 

伊
田 

こ
の
た
び
の
拡

充
で
京
都
府
か
ら
の
補

助
金
増
額
分
と
本
市
が 

中
学
ま
で
通
院
分
の
上

限
を
取
り
払
い
、
中
学 

              

答
弁 

①
国 

伊
田 

特
別
教
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
状

況
は
府
内
自
治
体
の
な

か
で
下
位
か
ら
７
番
目

で
あ
る
。「
エ
ア
コ
ン
の

無
い
特
別
教
室
で
の
学

習
は
真
夏
を
避
け
て
い

る
」
と
の
答
弁
だ
っ
た

が
、
本
来
授
業
が
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
環

境
を
整
え
る
の
が
当

然
。
環
境
に
合
わ
せ
授

業
を
組
み
立
て
る
な
ど

本
末
転
倒
。
特
別
教
室

に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
急

ぐ
べ
き
。
ま
た
、
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

つ
い
て
も
教
育
的
に
も

だ
が
、
体
育
館
が
避
難

所
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
防
災
の
観
点
か
ら

も
必
要
と
考
え
る
が
。 

答
弁  

特
別
教
室
への

エ
ア
コ
ン
設
置
は
必
要
な

施
設
整
備
と
考
え
る
。

学
校
の
状
況
や
ニ
ー

ズ
、
財
源
確
保
な
ど
も

踏
ま
え
、
優
先
順
位
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。 

伊
田 

中
舞
鶴
幼
稚
園

と
中
保
育
所
の
統
合
計

画
が
中
止
に
な
り
、
中

保
育
所
は
今
後
も
公
立

園
と
し
て
存
続
す
る
。

新
築
移
転
先
は
中
総
合

会
館
南
側
と
な
っ
て
い

る
が
、
現
在
の
保
育
所

の
環
境
か
ら
大
き
く
変

わ
り
、
国
道
に
面
し
て

お
り
安
全
面
が
心
配
さ

れ
る
。
そ
の
対
策
は
。
ま

た
、
市
長
は
「
安
全
面
の

確
保
と
市
全
体
の
保
育

需
要
へ
の
対
応
も
勘
案

し
、
公
立
保
育
所
と
し

て
の
役
割
を
し
っ
か
り

担
え
る
施
設
と
し
て
整

備
す
る
」
と
し
て
、
医
療

的
ケ
ア
児
の
対
応
も
で

き
る
保
育
所
に
な
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
看

護
師
の
配
置
、
施
設
整

備
、
職
員
確
保
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。 

答
弁 

安
全
面
に
最
大

限
配
慮
し
、
園
児
や
利

用
者
に
と
っ
て
、
安
心
・安

全
な
保
育
環
境
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
検
討
を

進
め
て
い
く
。
今
後
、
速

や
か
に
基
本
計
画
を
策

定
し
、
運
営
体
制
全
般
に

つ
い
て
検
討
す
る
。 

小
西 

５
月
に
開
催
さ

れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
東
舞
鶴
在
住
の
方

か
ら
「
現
在
の
東
図
書

館
を
残
し
て
ほ
し
い
」

と
の
強
い
要
望
が
出
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
東
舞

鶴
の
利
用
者
を
中
心
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
そ
の
意
向

を
政
策
化
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
市

の
見
解
は
ど
う
か
。 

答
弁 

引
き
続
き
、
市

民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
市

民
の
皆
様
の
求
め
ら
れ

る
魅
力
あ
る
中
央
図
書

館
の
整
備
も
含
め
た
図

書
館
の
再
編
を
す
す
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

小
西 

マ
イ
ナ
カ
ー
ド

と
保
険
証
の
一
本
化
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
深
刻

だ
。
命
に
も
か
か
わ
る

危
険
が
あ
る
。
来
年
秋

の
保
険
証
廃
止
を
や
め

る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
国
に
求

め
る
べ
き
で
は
。 

答
弁 

マ
イ
ナ
カ
ー
ド

と
健
康
保
険
証
の
一

体
化
は
様
々
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
社
会
全

体
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

一
掃
推
進
す
る
た
め

に
も
き
わ
め
て
重
要

と
認
識
し
て
お
り
、
国

へ
の
要
望
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。 

小
西 

現
在
、
政
府
が

す
す
め
る
「
水
田
活
用

直
接
交
付
金
」
の
廃
止

は
、
ま
さ
に
「
水
田
つ

ぶ
し
」、
水
田
の
「
畑
地

化
」
と
言
え
る
。
撤
回

す
る
よ
う
国
に
求
め
る

べ
き
で
は
。 

答
弁 

５
年
間
で
一
度

も
水
稲
の
作
付
け
が

さ
れ
て
い
な
い
水
田

は
交
付
対
象
と
し
な

い
と
い
う
ル
ー
ル
が

厳
格
化
さ
れ
た
も
の

と
認
識
。
今
後
は
、
生

産
者
の
実
情
に
合
っ
た

対
応
を
考
え
て
お
り
、

国
に
対
し
て
制
度
の

撤
回
を
求
め
る
こ
と

ま
で
は
考
え
て
な
い
。 

             

答
弁 

①
国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
た
な
台
風
災
害
に
対
す
る
備
え
と
認
識
を 

国
の
軍
拡
は
、
舞
鶴
の
ま
ち
づ
く
り
と
相
い
れ
な
い
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
代
表
質
問
】  

 

小
杉 

悦
子 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

市
民
み
ん
な
で
つ
く
る
中
央
図
書
館
へ 

親
し
ま
れ
て
き
た
東
図
書
館
は
残
す
べ
き
！ 

 
 

 
 

 
 

【一
般
質
問
】 

小
西 

洋
一
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

特
別
教
室
・
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
で
安
心
の
教
育
環
境
を 

公
立
保
育
所
の
役
割
し
っ
か
り
担
う
施
設
整
備
を 

 
 

 
 

 
 

【
一
般
質
問
】  

伊
田 

悦
子 

議
員 ２０2３年９月号 こんにちは日本共産党市会議員団です 

小
杉 

８
月
１
４
日
夜
、

２
時
間
で
４
回
も
「
記
録

的
短
時
間
大
雨
情
報
」
が

出
る
豪
雨
で
し
た
。台
風

の
外
側
に
で
き
る
線
状

降
水
帯
は
、今
後
ど
こ
で

も
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
新
た
な
認
識
の
災

害
対
策
と
し
て
、地
域
の

谷
あ
い
や
倒
木
な
ど
が

心
配
さ
れ
る
里
山
や
森

林
整
備
、砂
防
ダ
ム
の
日

常
的
な
点
検
が
求
め
ら

れ
る
が
、
市
の
認
識
は
。 

市
長 

市
に
初
め
て
記
録

的
短
時
間
大
雨
情
報
が

発
表
さ
れ
、
局
地
的
及
び

短
時
間
に
大
量
の
降
雨
が

あ
っ
た
影
響
で
、
西
市
街

地
の
浸
水
や
由
良
川
へ
つ

な
が
る
支
川
の
久
田
美

川
、
宇
谷
川
流
域
で
の
河 

答
弁 

舞
鶴
の
自
衛
隊
施

設
の
強
靭
化
＝
戦
争
す

る
国
づ
く
り
か
の
よ
う

な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
が
、
私
と
は
認
識
が

異
な
り
ま
す
。
防
衛
力
の

強
化
で
舞
鶴
が
再
び
戦

場
に
な
る
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
が
、
私
の
認
識
で

は
そ
の
逆
で
、
舞
鶴
を
守

る
た
め
の
整
備
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ゆ
え
に
国
に
対
し
て
中

止
を
求
め
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

小
杉 

岸
田
自
公
政
権

は
、
安
保
３
文
書
に
基

づ
き
、
自
衛
隊
に
「
反

撃
能
力
」の
名
で
「敵
基

地
攻
撃
能
力
」を
持
た

せ
、
「
専
守
防
衛
」を
完

全
に
投
げ
捨
て
た
。
自

衛
隊
の
変
質
と
言
え

る
。
日
本
を
戦
争
が
で

き
る
国
へ
と
防
衛
費
を

倍
増
す
る
計
画
。
５
年

間
で
４
３
兆
円
も
の
防

衛
費
の
具
体
化
が
す
す

め
ら
れ
て
い
る
。
舞
鶴

総
監
部
の
地
下
化
計
画

は
、
攻
撃
さ
れ
て
も
戦

闘
能
力
を
維
持
す
る

計
画
で
あ
り
、
舞
鶴
が

戦
場
に
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。
市
是

で
あ
る
「
平
和
産
業
港

湾
都
市
」
の
ま
ち
づ
く

り
と
は
相
入
れ
な
い
動

き
だ
と
思
う
が
、
市
長

の
見
解
を
聞
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
が
出
な
か
っ
た
。
」「
セ

ン
サ
ー
を
設
置
し
て
遠
隔

操
作
や
自
動
で
動
か
す

よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
。
」

西
市
街
地
の
被
災
者
の

声
で
す
。
排
水
ポ
ン
プ
の

稼
働
や
排
水
ポ
ン
プ
車
の

配
置
の
手
順
に
つ
い
て
検

証
し
、
今
後
に
生
か
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。 

答
弁 
大
手
ポ
ン
プ
場
と

排
水
ポ
ン
プ
車
の
稼
働
の

体
制
は
、
１
４
日
の
夜
職

員
は
自
宅
待
機
と
し
、
急

な
気
候
変
化
時
に
は
す

ぐ
に
出
動
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
た
。
実
際
に
は
予

測
よ
り
も
格
段
早
く
大

雨
洪
水
警
報
、
記
録
的
短 

 
 

 
 

 
 

時
間
大
雨
情
報
が
発
表

さ
れ
高
野
川
と
大
手

川
の
急
激
な
水
位
上
昇

を
確
認
し
出
動
。
１
５

日
の
午
前
１
時
２
０
分

に
ポ
ン
プ
の
運
転
を
開

始
し
た
。
排
水
ポ
ン
プ

車
は
市
内
の
状
況
を
確

認
後
、
堀
上
地
区
に
配

置
し
午
後
６
時
か
ら
排

水
作
業
を
開
始
し
た
。

今
回
の
初
動
体
制
を
検

証
し
、
今
後
の
災
害
対

応
に
活
か
し
た
い
。  

排
水
ポ
ン
プ
、ポ
ン
プ 

車
の
稼
働
体
制
検
証
を 

 

 

 


